






要約:大宮市における生後 4ヵ月の乳児神経発達健診において、要経過観察、一要精密健診

としてチェックされた乳児を6ヵ月以上フォロー・アップし正常化したと考えられた乳児

143 名の腹臥位背臥位、座位、立位の発達変化は、初回から正常と判定された乳児 130 名

の発達変化とほぼ同様の獲得傾向を示すが、少なくとも生後 4ヵ月から 12 ヵ月の間では一

定の差を示すことが明らかになった。 


